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■武庫川カルテの充実策と今後の方向について                           060119／060913修正追加 田村博美 
 
                                  ＜今後の作業方針案・委員会活動＞  ＜今後の作業方針案・別途活動＞ 

（１）現在の武庫川と沿川の状況アナログデータ 
①現況及び関連計画条件図       修正補足作業          （３）出版化作業 
②カルテ 現況、写真、コメント等   残ブロックの追加作業      “武庫川を知り・楽しみ・つきあう” 
③沿川情報自然･歴史･文化・ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘ･ﾊｲｷﾝｸﾞｺｰｽ等情報追加調査      方法何らかの形で出版化する 

（２）昔の武庫川と沿川の状況                      作業体制･スケジュール･出版体制等 
①明治１８年～２２年の武庫川の状況  一部追加修正 
                 

 
                   ＜今後の作業方針案・別途活動＞ 
                （１）市民向けデジタル資料として「武庫川と沿川地域の状況」      閲覧システムの整備 

①沿川地域住民への武庫川利用・活用資料として、散策、ハイキング、歴史文化ネットワーク、武庫川熟ネット等 
河川敷利用情報、地域イベント情報、四季の花、鳥、生物情報、地域地場産情報、寺社の行事情報等 
レクリエーション、スポーツ利用情報等 

                 ②武庫川を知り、育て、武庫川と地域、武庫川の環境等を学ぶツールとして 
                 ③非常時への対応準備として日頃の防災避難資料として 
．                ④今後の河川整備に活用 
                  流域市民の参画と協働、理解                    （２）WEB による情報公開データ 

                                                     公開情報として編集、端末情報化 

 

                （３）河川整備・維持管理のためのツールとして「武庫川河川データベース」  

                 ①武庫川に関わる現況情報、武庫川沿川地域情報、部分的な流域情報、氾濫域情報 

                 ②武庫川と周辺地域の災害歴 

                 ③河川整備歴 

                 ④その他これまでの調査資料のデータベース化 

A 武庫川カルテの提案

モデル的試案作成 
（イラストレーター）

B情報の共有化 

多目的活用化 
公開公表 

データベース化提案 
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「武庫川カルテ」づくり協議検討内容(案)                                 060913  田村博美 

 

１．「武庫川カルテ」の目的 

  武庫川総合治水の推進、協力体制を支えプロモートするための基礎資料として。 

  武庫川を共通基盤とした地域交流、地域活性化、地域教育。 

  武庫川と沿川都市やまちを結びつける資料として。 

  武庫川と周辺地域の自然、歴史、文化を楽しみ、スポーツ、レクリエーション、散策の場の案内と潜在資源の紹介。 

  その他 

 

２．対象層、ニーズ 

  誰を対象として作成するのか。                    武庫川流域や周辺都市住民。若年層から中高年層。小中学校児童、生徒。 

  どのような期待、ニーズがあるのか。どのエリアまで対象とするのか。  自然環境、歴史文化、スケッチ・絵画、散策、ジョギング、ピクニック等 

  

３．「武庫川カルテ」の構成、目次案、表現方法、体裁等 

  ニーズに合せた構成や体裁、頁数は。                 手軽に持ち運びできる大きさと体裁。雨にぬれても大丈夫。高齢者も見や 

すい文字の大きさ、表現方法。小中学校の教材として活用。 

 

４．作成と構成 

  出版社の目途。出版社の意見ヒアリング。               出版社の目途をつけ、発行部数の目途、本の体裁、構成、色刷り数、経費 

スケジュール、作業分担等。                     の概算等を目論む。 

  現試行版を元に内容、課題をつめ、その上で作業の程度、スケジュール  少なくとも今年中の編集と今年度中の発行を目指す。 

  を検討する。 

 

５．編集体制 

  制作、編集体制。資料収集。 


